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ひろしまサンドボックス
推進協議会とは

ひろしまサンドボックス推進協議会事務局

　県内外の企業や人材に対し、『ひろしまサンドボックス』への参
加を促進するため、関係者が広く情報交換等を行える場【会員同
士の交流を重視したコミュニティ】
　主に、リアル（イベント等）やバーチャル（WEB等）により、会員
に対する情報提供、新たな出逢いの創出に向けた会員間のマッ
チングや各種サポートメニュー等を実施しています。

県内外、法人個人を問わず様々な方の参加を
募集しております。お気軽にお申込みください。

（広島県商工労働局イノベーション推進チーム内）

https://hiroshima-sandbox.jp/

〒730-8511広島市中区基町10-52

TEL.082-513-3348

E-mail : syoinnov@pref.hiroshima.lg.jp



ひろしまサンドボックスとは
作ってはならし、みんなが集まって、

創作を繰り返す、「砂場（サンドボックス）」のように
何度も試行錯誤できる場

実証プロジェクトⅠ （自由提案型）  ～課題解決型の実証実験

実証プロジェクトⅡ （行政提案型）

チャレンジコンテンツ  ～スモールスタートをサポート

人材育成  ～データ・ドリブンに課題解決できる未来の人材

●課題解決型 ●中～大規模 ●中～長期間

●小～中規模 ●短～中期間 〈落選・未チャレンジ・新規会員〉

AI人材開発プラットフォームの構築
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AI/ IoT、ビッグデータ等の最新のテクノロジーを活用することにより、広島県内の企業

が新たな付加価値の創出や生産効率化に取り組めるよう、技術やノウハウを保有する

県内外の企業や人材を呼び込み、様々な産業・地域課題の解決をテーマとして共創で試

行錯誤できるオープンな実証実験の場「ひろしまサンドボックス」を構築しています。
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クロステック・チャレンジchallenge 01 P3（インフォバーン）

※（）内はひろしまサンドボックス推進協議会会員のチャレンジの場を広島県と共創するパートナー企業

（中国総合通信局）アカデミア・チャレンジchallenge 02 P5

（NTTドコモ）PITCH TRIALchallenge 03 P7

（KDDI）KDDI DIGITAL GATE チャレンジchallenge 04 P9

（広島銀行・Creww）スタートアップ・チャレンジchallenge 05 P11

（LIGHTZ）AI技能継承のためのワークショップchallenge 06 P13

（シグネイト）ひろしまQuestchallenge 07 P15

行政提案型実証プロジェクトchallenge 08 P17

Innoventure チャレンジchallenge 09 P19（ソフトバンク）
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ひろしまサンドボックス全体像
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ブロックチェーンを学んで新しいビジネスを作り出す
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クロステックチャレンジ

challenge 01

ブロックチェーンの基礎概念やユースケースのインプットを通して、インフォバーンの「Unchained」（企業のブ

ロックチェーン技術活用を支援するビジネス・ハブ）が独自に開発したフレームワークを活用し、同技術を導

入した新規事業アイディアの創出に挑戦します。

Interview

　全く知識のないところから「ブロックチェーン」という技術を使って、事業のビジョンが
見えるまで様々な専門家の方にフォローしてもらえるこのプログラムにはとても感謝して
います。知識がなくても、アイディアの種があれば参加できるというのは非常に魅力的
だと思います。（平岡氏）
　偶然が重なったということもありますが、このプログラムがなければ出会っていなかっ
たメンバーと出会えたことは大変貴重なことだと思います。そして技術ありきではなく、社
会課題に着目したプロジェクトを進められたのは、コンソーシアムを組んだからこその価
値であると感じています。また、本気で実現したいという想いにしっかりと応えてくれるプ
ロフェッショナルとプログラムが用意されていて、個人・企業を問わず有意義なプログラ
ムだと思います。（河原氏）

チャレンジド人材のマッチング
本プロジェクトは、発達障害を持った方の強みを生かした「超短時間労働」を地域の不

足する人材ニーズにマッチングさせる仕組みをブロックチェーンを活用して実用化しよ

うというもの。その課題の発端は、ブロックチェーンというテクノロジーとはそれまで無

縁だった、障害のある子を持つ母親であるコンソーシアムメンバーの純粋な想いから

始まったものだった。今回は本プロジェクトのコンソーシアムメンバーの河原氏（オフ

ィスエフエイ・コム）と平岡氏（アンデックスマーレ・広島自閉症協会理事）のお二人に

お話を聞いた。
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ブロックチエーンとは
ブロックチェーンの基礎概念

ブロックチェーンのユースケース

新規ビジネスのアイディア創造

ブロックチェーンの応用

フレームワークを活用した新規事業
アイディエーション

事業アイディアのブラッシュアップ

ビジネスモデル・構造の具体化

実装に向けた課題抽出

事業アイディアの継続的なディスカッション

成果発表に向けたメンタリング・アドバイス支援

新規事業アイディエーション

事業アイディアの具体化

成果発表

各コンソーシアムの取組

アイディエーション

ブラッシュアップ

メンタリング

応募は全くの偶然
当初ブロックチェーンの知識はゼロでした

知識がなくても、アイディアの種から芽が出る

日本ＩＴストラテジスト協会中国支部日本ＩＴストラテジスト協会中国支部

オフィスエフエイ・コム
アンデックスマーレ
角田正博　　村山知美

※チャレンジド ： 挑戦するチャンスや才能を与えられた人という障がい者を表現する新しい呼称

チャレンジャー

コンソーシアムメンバー

　今後の課題の一つは、システムを実際
に開発運用していくためのバジェットの確
保です。
　社会問題解決のため自治体の支援を
受けながら成功事例を積み重ね、全国に
広げていきたいと考えています。（河原氏）
　シルバー人材センターも最初は雇用す
る側される側双方にハードルがあったはず

ですが、自治体が主導することで安心感や信頼感が生まれ地域に根付いていったので
はないでしょうか。これが発達障がい者や引きこもりなどの社会的弱者の雇用となると、
ハードルに加えて心のバリアも相当高いものになるはずです。行政の協力のもとにまず
は個人と個人がつながり、少しずつ理解を深めてもらい協力者を増やしていくプロセスが
必要です。
　広島県を含む自治体の41％が知的・精神障がい者の雇用がなく、その理由は見合った
仕事がない、サポートの仕方がわからない、長時間勤務が難しい、との記事を読みました。
　これらのハードルをクリアしていくのがチャレンジド人材センターであり、対象となる発達
障がい者は人口の6～10％、ひきこもりの方は推定100万人と言われています。
　彼らが生きがいを見出せる社会こそ誰もが生きやすい社会なのではないでしょうか。
（平岡氏）

社会課題をテクノロジーで解決し、
誰もが生きやすい社会をつくりたい

お仕事マッチングアプリの流れ

お仕事 応募 承認 合意 契約 作業 評価 承認

農地のデューデリジェンス

レモンコンソーシアム

末岡新果園

anosh

広島銀行

エネルギア・コミュニケーションズ

レモンコンソーシアム

末岡新果園

anosh

広島銀行

エネルギア・コミュニケーションズ

コンソーシアムメンバー

農業・トレーサビリティ

エネルギア・コミュニケーションズエネルギア・コミュニケーションズ

コンソーシアムメンバー

余剰電力のシェア

　チャレンジドとはハンデを負いながら人生に立ち向かう障がい者の方 を々指す言葉で
す。彼らの強みを活かせば社会に必要とされ誰かの役に立つことができる。
発達障がい者は同じことを繰り返す地道な作業が得意だったり一度覚えたことは正確に
行うという強みを持っていることが多いです。フルタイムは難しくても週に1回1時間からの
超短時間労働なら就労のハードルは下がります。
　また雇う側である個人や個人事業主も誰かに任せたいけれどハローワーク等で契約す
るほどの量ではない細かいタスクをかかえているはずです。そういう人手不足と超短時間
労働をマッチングし、企業が発達障がい者を雇う、という高いハードルではなく、地域の中
で○○さんが○○さんを雇う、という顔の見えるつながりを目指したいです。
　技術的には発達障がい者の方の特性が活かせるタスクを洗い出しマッチング、必要な情
報の登録審査、契約、作業後の評価履歴などの管理と、複数の承認を得ていくという過程
にブロックチェーンを活用することを今回のコンソーシアムで検討していきました。（平岡氏）

　きっかけはたまたま参加したブロック
チェーンのセミナーで、平岡さんから聞いて
いたチャレンジド人材の構想を模造紙に書
いたことがきっかけです。そのアイディアに
ブロックチェーンを活用することがとても
マッチするというアドバイスをいただきまし
た。それまではブロックチェーンをこのアイ
ディア実現に使うことになるとは思ってもい
ませんでした。（河原氏）

社会と個人がつながると、
思い込みや偏見は少なくなる

取材協力

オフィスエフエイ・コム 河原氏
アンデックスマーレ 平岡氏 
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　大学の研究成果を社会に届けるために、民間企業の事業と連携することは非常に有
意義です。そしてその連携をするために必要なのがコーディネーターです。よく、行政（官）
の役割はお金を出すことだと言う方がいますが、それだけではありません。産と学の強みや
弱みを理解して、上手く組み合わせることも大変重要な役割です。広島県のひろしまサン
ドボックス事業には、行政の立場でその調整役を担える人材が存在しているように思いま
す。新しい取り組みを進めるために必要な国との連携も、このようにコーディネーターがハ
ブになる座組みで進めていくことが重要でしょう。（市村氏）

研究成果を社会に届けるために、産学の連携は必須

〈 2019年度の活動 〉

ご存知でしたか？
県立広島大学にはAIの深層学習に関する
トップランナーがいます

　今後は打ち上げた花火が見えるようにしたいですね。実証実験の結果得られたノウ
ハウなどに対し、大学や民間企業が積極的に利用しやすい環境を作っていくことがこ
れから期待することです。もちろんそれにはリアルな場をつくることも有効でしょう。私た
ちも最大限協力していきたいと考えています。（市村氏）
　私も継続性が重要だと考えており、オープンデータ化は大賛成です。色々な方が
データや実証実験の結果を共有することで、開発やコンペスタイルで技術を競い合っ
て高めていくようなことが可能になります。ひろしまサンドボックスはそういったことが実
現できる事業だと思います。（鎌田氏）

これからのひろしまサンドボックスに期待すること

　一般的に、大学の研究者には、産学連携の目的を研究費獲得と考えるケースもありま
す。企業の求める期待値と研究成果がマッチしないこともあります。また、企業の業績や
社会情勢の変化によって、研究活動のスピードが大きく変わります。大学と企業が目指す
関係は、研究成果が企業活動のニーズに応え、社会還元を実現することです。お互いが
学び合いながら新しいものを開拓していく過程でこそ、社会にとって有益なものづくりに
つながります。本学では社会人の方々に対してAIに関する講座を開催するなど、門戸
を開いています。企業側も基盤的技術向上のために学びを継続していく姿勢が重要
でしょう。（市村氏）

産学はお互いが学び合い、
取り組みを継続することが重要

大学・研究機関 × 民間企業の在り方

Interview

県内外の大学・研究機関と、ひろしまサンドボックス推進協議会会員のマッチングを行い、次のチャレンジを目指すコンソーシアム組成

を支援するのがこの事業。国等の補助制度の活用に向けて、実施計画のブラッシュアップなどの伴走型支援を実施していく。県内の大

学としてアカデミア・チャレンジに参加されている県立広島大学の市村教授と鎌田特命講師に産学の連携を加速する視点や向き合う

スタンスについて伺った。

取材協力

県立広島大学 市村教授
県立広島大学 鎌田特命講師

　私は市村先生の教え子で、一度は民間
企業への就職をしたものの、先生の研究
に触れていくうち、いつの間にか研究者に
なっていました。専門は人工知能における
構造適応型深層学習という新しい深層
学習方法を開発することに成功しました。
現在はその技術を応用して、コンクリート
のひび割れ検出などを実証実験中です。
（鎌田氏）

ひろしまサンドボックス推進協議会会員に
向けて、説明会を開催し、コンソーシアム
組成を支援しました。

研究者（シーズ）と企業（ニーズ）のマッチ
ングと、予定している実証実験の公募説
明会を開催しました。

　一方、変わったAIの分野とすれば、私は「感情」を解釈し、表現するAIの研究をしまし
た。スマートホンを用いて観光情報を収集し、データ分析する研究もしました。台湾での技
術研究における連携促進のため、産学連携協定を海外と締結したり、様々なチャレンジ
を続けています。（市村氏）

県立広島大学
三井共同建設コンサルタント
県立広島大学
三井共同建設コンサルタント

コンソーシアムメンバー

　経験値は必要ですが、産学がお互いの
専門性を組み合わせることで新しいもの、
良いものが生まれます。この過程におい
て、“大学に対する敷居の高さ”がハードル
になることがよく見受けられます。事実、私
も講演会などに呼ばれると、つい専門的な
話ばかりをしてしまうことがあります。誰に
でも分かるように教えなければならないと
いう自分自身の反省を踏まえながら、まず

は具体的にどのような研究なのかを理解して欲しいと考えています。そして、本学のAI研
究の水準も、皆さんが思われている以上に高いという自負もあり、このような機会で民間
企業の方とのご縁によって私のチャレンジ精神を活かす機会にもなると考え、アカデミア
チャレンジに関わることにしました。（市村氏）

産学連携のためにはコーディネーター役の存在がポイント

大学・研究機関とのマッチング及び伴走型の支援

アカデミアチャレンジ

challenge 02

ひろしまサンドボックス
推進協議会

制度の説明会開催

補助制度リストの提供

国や支援機関の
補助制度

中国地域における
Society5.0の実現に向けた

連携・協力会

大学・研究機関等

ひろしまサンドボックス会員

ニーズ・シーズのマッチング

補助制度へチャレンジ

コンクリート画像のひび割れ検出への
最先端AIの適用 

十分な点検作業が困難

NICT（国立研究開発法人 情報通信研究機構）の採択課題として実証実験

構造適応型深層学習システムによる画像検出の提案

既存手法よりも高い精度（99.4%以上）を示した

コンクリートインフラの
老朽化が進み

補修補強対策が急務

新たなコンソーシアム組成

ひびなし ひびあり ひびなし ひびあり ひびなし ひびあり

県内外の大学・研究機関と、ひろしまサンドボックス推進協議会会員のマッチングを行い、次のチャレンジを目

指すコンソーシアム組成を支援します。さらに、国等の補助制度の活用に向けて、実施計画のブラッシュアップ

などの伴走型支援を実施します。
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　デジタル全般に言えることですが、コピー
することや、遠隔で起こっていることをよりリ
アルに近づけていくのは、ビジネスモデルを
検討する上で王道の考え方です。その考え
方を転用し、カープの試合観戦というアナ
ログ体験をデジタルコンテンツに変換する
ことで、日本全国ひいては世界に発信でき
るものにしたいと考えました。（安島氏）
　われわれはテレビ局なので、スポーツコン
テンツをどうしても「視聴」という観点で考えてしまいます。５Gの技術を使って「視聴」を
「体験」に近づけていくという発想は、広島県民がチケットを買えずに観戦を諦めている現
状に対する博報堂ＤＹメディアパートナーズさんならではの視点であり、是非実現に結び
付けたいと考えました。（舩越氏）

広島県民の“諦め”を新しい体験に変えたかった

　実証実験についてはほとんど告知して
いないにも関わらず、２日で８００名を超え
る方からの観戦申し込みをいただき、広島
の皆さんの広島東洋カープ様に対する関
心の高さに驚きました。今後はスタジアム
とのインタラクティブ性を持たせるために
も、スタジアムのスマート化にチャレンジし
ていけたらと考えています。ひろしまサンド

ボックスは、成し遂げる意思と情熱があれば強力に後押しをしてくれる事業です。我々
は東京の企業ですが、このような新しいチャレンジで広島の他の企業様とタイアップで
きる機会があれば是非これからも積極的に参画していきたいと考えています。（安島氏）
　私は実証実験を終えた今でも技術的なことは、正直分からないことだらけです。ただ、
そういった状態でも一歩踏み出す後押しをしてくれる事業がひろしまサンドボックスだと
実感しています。分からないことがあったとしても、とにかくチャレンジすることをお勧めし
たいです。（舩越氏）

ひろしまサンドボックスは大きなドキドキと小さなワク
ワクが形になる事業

NEO LIVE VIEWING

Interview

博報堂ＤＹメディアパートナーズとRCC中国放送はこれまでもたくさんの協業を

行っている関係性の２社。カープという広島の地元コンテンツの可能性を５Gを

活用することで広げる実証実験を行った当日、その感想と取り組みを通じて得ら

れたことについて伺った。
RCC中国放送

博報堂ＤＹメディアパートナーズ

チャレンジャー

取材協力

博報堂ＤＹメディアパートナーズ　安島氏
RCC中国放送　舩越氏

県内外の企業という立場の違いが推進力になった
パートナーシップ

５Gで届けられる圧倒的な情報量による
新しい没入体験

　実証実験を通して、思っていた以上に
新鮮で新しい野球観戦の体験が提案で
きたと感じています。例えば高性能なマイ
クのおかげでホームランとヒットの打撃音
の違いを感じることができました。これま
での野球中継とは全く違う観戦が可能
になり、楽しみ方が広がると感じていま
す。（安島氏）

　これまでのテレビ中継だとボールを中心
に映像を見せるのですが、今回はボールを
取り巻く様々な状況を超広角カメラで一度
に捉え、その時にその空間で起こっている
ことを映像情報として届けられるので、全く
新しい臨場感を体感することができました。
こういった臨場感はNTTドコモ様からご提
供いただいた１台で８K相当の画像が撮
影できるカメラの映像、そして６４チャンネル
の収音機能を持ったバイノーラルマイクを使って収音した膨大な音声情報を５Gを利用し
て転送することで実現しました。本当に貴重な体験であったと思います。（舩越氏）

　実証実験を迎えるまでには広島東洋カープ様との調整など、RCC中国放送さんには
色 と々ご対応頂きました。外から見ている我々が思い描く理想像を純粋にオーダーし続け
たのですが、それを受け入れ、まっすぐ応え続けて下さったRCC中国放送さんがパート
ナーでなければ今回の実証実験は成立していませんでした。（安島氏）
　もちろん、地元でビジネスをやっている強みはあるのですが、当たり前になって、見えなく
なっていることもあります。そういった意味で、安島さんたちからの純粋なオーダーの数々は
非常に大きな刺激になりましたし、ブレイクスルーを起こすためには必要な視点だったと確
信しています。（舩越氏）

各コンソーシアムの取組

博報堂DYメディアパートナーズ

RCC中国放送

博報堂DYメディアパートナーズ

RCC中国放送

コンソーシアムメンバー

Carp Neo Viewing事業

富士通富士通

コンソーシアムメンバー

安心VRラボ

イノテック

社会福祉法人　信々会

イノテック

社会福祉法人　信々会

コンソーシアムメンバー

通所介護施設向け
送迎効率化システムの提案

5Gとトップガンを活用した新サービスの創出

PITCH TRIAL

challenge 03

ＮＴＴドコモのアセット「５Ｇ」、「ＴＯＰＧＵＮ（トップガン）」を活用し、ひろしまサンドボックス推進協議会会

員のアイディア等を起点に、実証実験を通じて、広島発の新たなソリューション・サービスの創出を目指します。

NTTドコモは提案者のパートナ
ーとなり、実証実験の目的設定か
らフィールド設定・課題解決方法
の検討を進め、企画の具体化に
向けた支援を実施

仮説提案

サ
ー
ビ
ス
化

検証

実証実験にはNTTドコモも1パ
ートナーとして参画

スピーディーな課題解決検討を
進め実証後のビジネス展開の検
討も支援

提案者が課題解決したいテーマ
とNTTドコモアセットのマッチング

手軽に実証実験を行えるよう
NTTドコモアセットをソリューショ
ンパッケージとして提供

課題発見

ひろしま
サンドボックス
推進協議会 （NTTドコモ提供）

TOPGUN
（NTTドコモ提供）
5G



Build / Validate

バックエンドやインフラ環境も含め、実
際に動作するプロトタイプを開発。技
術的実現性とビジネス的価値の評価
を行いながら、改良を繰り返します。

ユーザー体験のデザイン
MVPの決定

プロトタイプの構築
検証と改良を繰り返す

Explore

インタビューやワークショップなど、人間
中心のアプローチでユーザー体験を
可視化。体験価値を向上させる問いを
発見し、MVPを決定します。

見学、体験

Learn

参加企業の社員を集めてGATEでで
きることや、最新のテクノロジーを体
験。固定観念を破壊し、発想の幅を広
げます。

1009

　「Auto delay time record電太郎」は乗務員がスマートフォン端末で使用するシステ
ムです。運転席の側に設置し、予め登録された運行ダイヤとGPSで通過する駅の位置情
報を利用して、運行時間の管理を行うと同時に到着時刻を自動で打刻することを同時に
実現しています。スマートフォンの画面に表示される運行時刻により、乗務員は予定時刻
とのズレを目視できますし、これまでアナログ管理してきた勤務実績の記録も画面をタップ
するだけで完了します。もちろん、運行中は端末に触れることはなく、安全に運行を行うこ
とができます。（進矢氏）

　とにかく試しにやってみて、そこから検討を重ねていくアジャイル開発を実際に体験で
きたことも貴重な体験でした。これまでの当社の課題解決プロセスでは、間違いなくこ
の短期間で実証実験までたどり着くことはできなかったと思います。あまりにも考え方の
違う方法でアウトプットをしたことで、社内にこのスタンスをどう説明するか困るくらいで
す（笑）。我々がプログラムに参加するにあたり綿密な計画をたて、リハーサルを重ねて
ご一緒くださったKDDIの方々には本当に感謝しています。（進矢氏）

　当社の社員数の大半を占めるのが電
車・バスの乗務員です。1日に7,000便を
運行し、1,000人を超える乗務員の日々
の勤怠管理は今日現在も紙にペンで記
録され、電卓で集計してエクセルに打ち直
すという、まさに人海戦術です。乗務員の
勤怠管理というのは電車・バスの運行ダイ
ヤと勤務時間の組み合わせになるため非
常に複雑で、これまで専用システムが全
国的にも開発されてきませんでした。驚くことに首都圏の大手鉄道会社さんでも勤怠管
理だけはアナログです。そういった背景もあり、正直社内には諦めムードも漂っている部署
もありました。ただ、我々はなにか良い方法があるはずだと常々考えていたところ、このプロ
グラムを他部署からの情報提供で知り、すぐに応募しました。（進矢氏）

紙にペン、電卓を手打ちする勤怠管理を
デジタル化したい

位置情報で場所を管理し、到着予定時刻と比較

実物を見せることで変わる社内外のムードを実感

　たくさんの方と関わる機会を頂けて楽しかったです。結果がどうなるか分からない中、
とりあえずやってみようというチャレンジができるのはこのプロジェクトの魅力で、アプリ
開発と実証実験までできたことは、とてもいい経験でした。（平野氏）
　当社におけるバックオフィスのデジタル化は、長年着手できていない課題でした。本
プログラムをきっかけに実際の課題にも、社内の雰囲気にも風穴を開けられたことは大
きな成果だと思います。当社のようなアナログ管理の企業が参加できたプログラムなの
で、広島の企業のみなさまにも身構えず挑戦してほしいです。（進矢氏）

まずは実業務に実装し、
ゆくゆくは広島モデルとして全国に発信したい

開発されたアプリAuto delay time record 
電太郎の画面

　KDDI DIGITAL GATE チャレンジは、大変優秀なファシリテーターの元、厳密に管
理されたスケジュールの中で、常に頭をフル回転させながら、アイディアを具体化してい
くプログラムで本当に刺激的でした。このプロセスを社内の多くの人が体験したら、会
社の機運も大きく変わるのではないかと思うほど新鮮で、有意義でした。我々プロジェク
トメンバーだけではまず出来ない、そして様々な方の協力があったからこそ出来た経験だ
と思います。（平野氏）

エキサイティングなプログラム、機会があればまた参
加したい

実証実験中の運転席
運行時刻が表示され、予定時刻との差がわかる

Auto delay time record 電太郎

Interview

本プロジェクトは、地域公共交通の乗務員の勤怠実績の集計を自動化しようというもの。勤怠実績の集計以外にも、様々なアナログ作

業が残っている同社。業務の効率化に向けたきっかけを掴みたいという想いから、プロジェクトが動き出す。今回は、本プロジェクトリーダ

ーである人事部の進矢氏と、プロジェクトメンバーで日頃給与計算を行なっている部署に所属する平野氏のお二人に話を聞いた。

広島電鉄

コンソーシアムメンバー

取材協力

広島電鉄 進矢氏
広島電鉄 平野氏

　先日、「Auto delay time record電太
郎」の約１ヶ月の実証実験を無事に終え
ることができました。乗務員からは時間管
理がしやすくなったなどの評価や、機能に
関する前向きな改善の意見も多数集まり
ました。乗務員が手袋をつけているとス
マートフォンを操作できないという盲点が
初日に発覚するというアクシデントもありま

したが、アプリのエラー状況をはじめ、乗務員の実際の意見を聞くことができたので、価値
のある実験ができたと思います。また、普段給与計算業務をしていると乗務員の方と直接
お話しする機会は少ないのですが、そういった部署の垣根を超えたコミュニケーションの
きっかけになりましたし、私自身の仕事の背景を実際に見ることができたことは個人として
も大きな収穫でした。（平野氏）

デザイン思考とアジャイルのアプローチでデジタル変革を実現する

KDDI DIGITAL GATE
チャレンジ

challenge 04

KDDI DIGITAL GATEを活用し、ひろしまサンドボックス推進協議会会員のアイディアや仮説を起点に、構築・

検証・改善をクイックに繰り返し、新たなソリューションの創出を目指します。

KDDI DIGITAL GATEは、日本の企業組織がデジタル変
革を実現する場所です。

デザイン思考とアジャイルのアプローチで、 人を幸せに
する未知のデジタルビジネスを効果的に生み出します。

ここには、KDDIがこれまで培ってきたあらゆる知見・ア
セット、パートナーが集まります。

組織的
デジタル変革

デザイン思考

5G

IoTスタート
アップ

Cloud
AI

Bigdata アジャイル開発



　もちろん大変なこともありました。それは
スタートアップ企業様に当社のことをよく
理解していただくということです。全く異業
種の方々に当社の社内風土や業務プロ
セスをしっかりと理解していただくことは簡
単なことではありませんでした。しかし、この
経験は私自身これまで当たり前だと感じて
いた「クルマづくり」というものがまだ一般
的には認知されていないのだということの気付きにもつながりましたし、その後の取り組み
が円滑に進む基礎となる共通認識を形成できたという意味で有意義なものでした。
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　社内で検討した結果、今回は残念ながら採用されなかった企業様のご提案もありま
す。しかしながら、ご提案いただいたアイディアの熱量、着眼点やスタートアップ企業様
ならではの技術は当社単独では実現できない魅力的なものが多く、当社が本事業とは
別の枠組を設け、実現に向けた検討を進める案件が複数発生しています。このような
有益で新しい出会いが短期間に得られたことは貴重な成果の一つであったといえま
す。

　「MAZDA３」「MAZDA CX-30」に搭
載しているコネクティッドサービスにおい
て、新たな価値サービスを提供していきた
いという想いから、独自のノウハウと技術を
有する企業様と協業することを狙い、本プ
ログラムに参加しました。当社では社風と
してチャレンジ精神を大切にしており、ス
タートアップ企業様ならではの視点を取り
入れることは大きな刺激となりました。多く

のスタートアップ企業様からご提案をいただき、本プログラムを通じて実現したいことへの
親和性やこれまでの実績などを総合的に判断し、最終的にナイトレイ様との協業に決定
いたしました。

スタートアップ企業とだからこそできるチャレンジに
可能性を感じた

本プログラムでの採否を超えた取り組みに
つながっている

両社の理解を深めることでアイディアが加速する

想いを共有し、お互いが認め合うことで
新しいものづくりが始まる

お客様にワクワクを提供するサービスの開発

Interview

広島県下のイノベーションエコシステムの構築に向け、広島銀行によるプログラム運営のもと、東京のスタートアップ企業とのタイアッ

プにより、車載されているコネクティッドサービスの新たな可能性を探るマツダ。広島のものづくりを牽引する同社がスタートアップ企

業との取り組みを通じて何を掴んだのか、実際に担当者として企画を進めている森岡氏にお話を伺った。

マツダチャレンジャー ナイトレイ

取材協力

マツダ　カスタマーサービス本部
森岡氏

　「新しいものをつくる」という体験は純
粋に楽しい体験です。所属するチームの
サポートもあり、新しいサービスの開発に
日常業務の多くの時間を割いています。
なにより、スタートアップ企業様の新規
サービス実現に対する熱量は非常に高
く、こちらもその気持ちに応えたいと感じ、
動かされています。とても良いスパイラル
が起きていると感じています。世の中には宝が眠っているのだなと感じました。スタート
アップ企業様と出会えたことで、驚きや発見がたくさんありましたし、お話をするだけでも
自社のビジネスを拡大していくヒントが得られるのではないかとすら感じています。スター
トアップチャレンジは、スピード感や着眼点など、“スタートアップ企業”ならではの感覚を
共有できる貴重な体験であると思いますので、広島のものづくり企業の皆様にもおス
スメしたいと思います。

　現在、ナイトレイ様と位置情報を
活用した移動と日常を楽しくするお
でかけ支援サービスの協業を進め
ています。これにより、一層お客様
の行動範囲が広がり、移動の喜び
を感じていただけるサービスが提供
できればと考えています。この協業
における実証実験を通じて、コネク

ティッドサービスに関する新たな機能発掘やサービス創出の可能性を探ることができる
と考えています。また、別の視点にはなりますが、今回のプログラムで培った事業創出
のノウハウ、パートナー選定の業務プロセスなどの経験は今後の当社における新しい
事業やサービスの創出に寄与するものであると感じています。

広島県内企業と全国のスタートアップ企業のコラボレーション

スタートアップ
チャレンジ

challenge 05

広島銀行

地元企業 全国のスタートアップ企業

顧客基盤や資金等の経営
リソースを提供

プラットフォームを提供

新規事業
創出 協業アイディア・

特徴的なサービスを提供

（地元金融機関）

Creww
（スタートアップコミュニティ運営）

広島ベンチャーキャピタル
（投資ファンド）

Crewwプラットフォームに
約4500社が登録

運営

スタートアップチャレンジにおけるコラボレーション

チャレンジ企業 テーマ

手書き手紙の自動作成プログラム

地域密着型買い物代行サービス

株価連動ポイントプログラムＳＴＯＣＫ ＰＯＩＮＴ

ダブルフロンティア

ＰＥＮＤＲＯＩＤ

ＳＴＯＣＫ ＰＯＩＮＴ

ダブルフロンティア

ＰＥＮＤＲＯＩＤ

青山商事青山商事

チャレンジ企業

テーマ

スマートロックとブロックチェーンによる地域の空きスペース活用支援

エネルギア・コミュニケーションズエネルギア・コミュニケーションズ ブロックチェーンロックブロックチェーンロック

チャレンジ企業
広告型止水プランターの開発ダイクレダイクレ カンバイカンバイ 広島ガス広島ガス

広島銀行・Creww・広島ベンチャーキャピタルとの共創により、公募で選定された広島県内企業の多様な事業

領域や豊富な経営資源を、全国のスタートアップ企業の特徴あるサービスや技術と結び付け、新たな事業の

創出にチャレンジするコラボレーションプログラムです。
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　“鋳物砂（いものずな）”というものを作る
ときの重要な工程として、最終的な鋳物を
想像しながら、砂の水分量や粘度を感じと
り、配合を決めるという作業があります。そ
の工程を熟練工は平たい言葉で表現する
のですが、これを伝えること・教わることが
非常に難しいのが現実です。（吉川氏）
　砂によって性質や特性が変化するの
で、その臨機応変なさじ加減を言葉で伝えにくいですし、過去の実績をまとめた資料もな
く、存在している文献はあるものの若い人材に古い文献を読み解いて理解してもらうの
は難しいのが現実です。私は十数年前にこの技術を習得するための時間を先輩方に
いただきましたが、作業効率化・働き方改革の進む今現在、そういった時間をとること自
体が難しくなっているという側面もあります。（福田氏）

　当社はAIという最新技術とは無縁でし
た。しかし一方で、古くから利用されている
砂型による鋳造技術はその過程において
“コツ”が大変重要です。ただこの“コツ”と
いうのは感覚に頼るもので、先輩方から教
わった技術を再現しきれていなかったり、
後輩に伝えきれていないという歯痒さをこ
れまでも私自身が強く感じていました。そう

いった背景からAIをツールとして、この技術・ノウハウを形として残すことに挑戦したいと考
えました。（福田氏）
　鋳物づくりというのは熱を加えた金属を砂や石でつくった鋳型に流し込んでいたという
技術で、紀元前から存在しているような技術です。樹脂の加工技術の進歩や3D技術の
登場、樹脂素材の進化により少なくなりつつありますが、中空の鋳物を作るにはどうしても
砂型鋳造という技術は必要です。この砂型の鋳物による製造はコストも安価で、少量多
品種に対するニーズのある技術であると言えます。そして、アルミ合金を連続砂型鋳造す
るのは全国でも当社を含め2社程度しか行っていないということで、特殊な技術でもありま
す。（沖氏）

砂型鋳造の“コツ”を
「辞書」のような目に見えるものにしたい

時代に合わせた職人技の伝承の仕方の模索

まず触ってみることで、開ける世界がある。

結果と原因の紐付けを行うことで、技術伝承と作業効
率化につながるデータベースになる。

匠の技をAIで伝承

Interview

広島県による、AIを用いた熟達者知見の汎知化を目指したワークショップへ「砂型鋳造技術」をテー

マに参加した広島アルミニウム工業のみなさん。砂に向き合って数十年の熟練工である福田氏、そ

の技術を受け継ごうとする吉川氏、そしてプロジェクト全体を管理する沖氏にお話を伺った。
広島アルミニウム工業

チャレンジャー

取材協力

広島アルミニウム工業
福田氏　吉川氏　沖氏

　実際に体験して、AIの知識は全くな
かったのですが、本当に分かりやすかった
ので、自信がなくても一歩踏み出せるプロ
グラムだと実感しています。また、ワーク
ショップの中では、普段接点の無い企業
の方々とご一緒でき、いろいろな考え方を
聞きながら１つの課題を解決するという経
験ができたことは新鮮で刺激になりまし
た。（吉川氏）
　砂ばかり触ってきた私がAIを触ることは無いだろうと思っていました。聞きなれないカ
タカナがたくさん出てきたのは大変でしたが、ブレーンモデルが便利なツールであること
を実感できましたし、現在も前向きに取り組んでいます。そして、このプログラムを通じて
自らのため込んでいるノウハウに気づき、改めて「技能伝承」の大切さを認識すること
ができました。（福田氏）
　まだ会社にAIを具体的に取り入れるステージにまでは至っていませんが、今後はこ
の分野の取り組みは進めるべきだと考えています。良い感性や経験を持っている職人
の技能・技術の伝承という意味では非常に有効です。同じものを一定以上の品質で大
量に生産することが求められるモノづくり企業において、AIなどの技術を利用して生み
出せる時間によって、職人ならではの新しい発想や次の技術が生み出せると思いま
す。その意味でも今後AI・IoTと職人は共存していける関係であると実感できたプログ
ラムでした。（沖氏）

　今回のプログラムにおいては、具体的にはブレーンモデルを作成し、中子（なかご）造
型係における工程内不良対策をテーマにしました。中子造型というのは、わかりやすく
いうと、鯛焼きです。砂型のバリや表面の欠けが出ないようにするために、砂を吹き込む

際の圧力や型の隙間などをセンシングし
てAIに学習させてブレーモデルにできない
か？ということに取り組みましたが、技術が
特殊であるため、センシングの具体的な手
法までには至っていません。現在はプロセ
スと結果をAIにケーススタディさせて、まず
はブレーンモデルの充実に注力していま
す。（沖氏）

　ブレーンモデルが充実したものになれば、「何をすれば、どういう結果になるのか」とい
うノウハウが見える化できます。それは今後発生する問題解決の助けになりますし、若
い人材の経験にもつながると考えています。（福田氏）

AI導入までをサポートする実践型ワークショップ

AI技能伝承

challenge 06

技能継承の手段として、LIGHTZが開発するブレインモデル作成AIエンジンORGENIUSを用い、ビッグデータ

には頼らない「熟達者からのヒアリングと教師データの解析を用いたAI活用」を紹介し、自社への具体的な導

入を支援しました。

イノベーション・ハブ・ひろしま Camps にて、5 社がワークショップに参加し、ロールプレイングをしている様子です。ロールプレイングでは、プラモ
デルを利用した知見抽出とブレインモデル作成のスキル習得、IoT のセンシングデータ取得や特徴量の仮説設定や実験方法立案のスキル習得まで
を行い、その後、自社業務の課題からAI 適用業務を特定、課題出しを行う実践型ワークショップへステップアップしていきます。

ロールプレイングの様子

熟練者

アクションプラン

BrainModel®
自社オリジナルの AI アルゴリズムとなる

クラウドプラットフォーム

作業員

測定データと熟達者の
知見をつなぐ

工場診断
取り組み対象選定
活動企画

AI の実業務への活用に向けた

参加企業同士のネットワーク
活動を通じて思いを共有できる

測定デバイス

測定データ

※センシング項目によって
　構成が変わります

暗黙知の汎知化 学習・蓄積

ノウハウ提示

アクションプランに基づき構築

PoC（概念実証）として実寮務での活用イメージが湧く簡易モデル作成

参加企業・モデル企業の
工場見学等
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AI人材開発プラットフォーム

ひろしまQuest

challenge 07

地域のリアルな課題解決のためにデータを駆使して解を探求（Quest）するコンペティション方式のオープン

なAI人材開発プラットフォームです。

コスト削減
売上アップなど

AI開発コンペ開催

プレQuest

起業創出
人材マッチング

データ分析
モデリング

県内企業・自治体 データ
サイエンティスト

〈 課題 〉 〈 ソリューション 〉

AI/BigData活用に
悩みを抱える

活躍の場を求める
約27,000人

県内登録者数増!

実課題・実データ

ソース
コード 各種権利 アイディア

データ 賞金・名誉

ノウハウ

プレQuestの様子

未来を担うデジタルネイティブの活躍の場

Interview

国の調査によると2020年に4.8万人のデジタル人材が不足する中、今後、市場拡大する先端IT（ビッグデータ、AI/IoT等）に必要なのは

広島県内の企業や自治体などのリアルな課題をデータ活用して解決できる人材とされています。ひろしまQuestでは、これからのデジ

タル・トランスフォーメーション（DX）を担うデジタルネイティブをターゲットとした人材の活躍の場を構築していきます。

　実際にプログラムを年代も違う方とのチームで取り組むことで、良い意味で裏切られる
ことばかりでした。最初の顔合わせでは皆さん謙遜されていたのですが、実際に取り組み
が始まると専門的な視点や技術がチーム内の情報共有ツール内で飛び交っていました。
私も全く知識がないわけではないですが、レベルの高いやりとりにとても刺激を受けまし
た。そんな中でも偶然かもしれませんが、私の組んだプログラムを使い２日目のグループワ
ークでとても良いスコアを出すことができました。コンペスタイルだったので、チームのスコ

　2012~2014年シーズン前半のJ1お
よびJ2全試合及びそれに関連するデータ
を学習データにして、2014年後半の結果
を予測するという回帰問題に挑戦する。学
習データは必ずしも整理されておらず、デ
ータの結合・加工をし、変数を仮説立てし
ながら、予測モデルを検討していくというも
の。参加者は７チームに分かれ、約２ヶ月

間に渡って力を合わせてチームごとのスコアを競わせながらこの課題に取り組んだ。参加
した呉高等専門学校の学生に２ヶ月間の経験について話を聞いた。

取材協力

呉工業高等専門学校　梶氏
呉工業高等専門学校　大野氏

初めてのプレQuestの課題は
「プロサッカーの観客動員数の予測」

課題にチームで取り組むからこそ生まれる気づき

楽しみながらも、
全く新しい気づきとスキル向上を体感

参加者のAIに対する
期待とモチベーションは高い

　２ヶ月のグループワークを通じて、これま
では自分にはできないと諦めていたような
課題にチャレンジの可能性を見出せるよ
うになりました。それはもちろん技術的な
学びもありますが、チームの皆さんが共有
してくださるプログラムを見ることで、自分
の考え方の幅が広がったという経験がと
ても大きく影響しています。AIの技術とは
直接関係はありませんが、これから社会

に出ていくに当たって、今は自分にできないことも、挑戦すればできるのではないか、とい
う気づきを得ることができたことも参加して良かったと思うことのひとつです。（大野氏）
　私は、実際にチームの皆さんと課題に取り組むまでは、AIの機械学習といえば、プロ
グラムの精度向上といった一側面しか見ていませんでした。それが２ヶ月間のグループ
ワークや他のチームの成果発表を聞くことを通じて、自分の手を動かして得る情報の重
要性を知り、プログラム以外のことにも視野が広がりました。自分自身がこれまで理解し
てきたAIの機械学習の知識が、いわゆる古典的な機械学習の概念でしかなかったこと
に気づかされ、課題に挑戦する中で、新しいスキルも身につけることができました。本当
に参加して良かったと思っています。最初におすすめしてくださった先生には心から感謝
しています。（梶氏）

　プログラムがあることは学校の先生に
おすすめされたのがきっかけなのですが、
ちょうどAIについて勉強したいと思ってい
たので、参加を決めました。社会的にも需
要が高いスキルだと聞いていましたし、こ
れから社会に出ていくにあたって身につけ
ていた方が良いと考えていました。（梶氏）
　私は将来AIに関係する進路に進みた
いと思っていたので、是非参加したいと思
いました。学校では全員がAIに興味があるわけでは無いので、こういった機会にAIを使っ
て課題に取り組むことで、様々な考え方や技術を知ることができるのではないかと考えまし
た。（大野氏）

アをどうしても７チームの中で１位にした
く、明け方までプログラミングすることもあ
ったのですが、その甲斐があり、結果はと
ても大きな自信にもなりました。もっと良い
スコアを出せないか一層がんばろうと思っ
たのですが、最終スコアは思ったように伸
びなかったのは悔しかったです。（梶氏）

eラーニング　　ハンズオン　　アイデアソン

ひろしまQuestの様子は
こちらから！



道路施設にフォーカスした公募型プロポーザル
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行政提案型
実証プロジェクト

法面崩落の予測

challenge 08

平成30年度に選定した実証プロジェクト（自由提案型）と並行し、県が提示する課題に対するソリューション

提案を県内外から求めるプロジェクトです。

Interview

法面崩壊の予測・防止はこれまで長年にわたって社会課題として認識されてきたものの、効果的な技術が開発されていない

分野の一つであった。今回、その法面崩壊という課題に県内外の５社がコンソーシアムを組み各社の専門技術や経験を生か

しソリューションが提案された。実証実験の成功が望まれるこの分野に挑戦するコンソーシアムのメンバーに提案の内容など

について伺った。

各コンソーシアムのメンバー

社会課題に対する
企業貢献の模索がきっかけとなりスタート

荒谷建設コンサルタント荒谷建設コンサルタント

取材協力

基礎地盤コンサルタンツ　野村氏、三浦氏、武政氏、
増田氏
富士通交通・道路データサービス　太田氏
富士通コネクテッドテクノロジーズ　藤塚氏
ジャパン・インフラ・ウェイマーク　春田氏、大久保氏
ルーチェサーチ　福田氏

法面崩落の予測

広島電鉄広島電鉄 安芸太田町安芸太田町

復建調査設計広島支社復建調査設計広島支社 広島大学広島大学 アジア航測アジア航測

基礎地盤コンサルタンツ中国支社基礎地盤コンサルタンツ中国支社 富士通交通・道路データサービス富士通交通・道路データサービス 富士通コネクテッドテクノロジーズ富士通コネクテッドテクノロジーズ

ジャパン・インフラ・ウェイマークジャパン・インフラ・ウェイマーク ルーチェサーチルーチェサーチ

エブリプランエブリプラン 東京大学東京大学 山口大学山口大学 テクノプロジェクトテクノプロジェクト アームアーム

東京電機大学東京電機大学 リプロリプロ

除雪作業の支援

路面状態の把握

コンソーシアムによって生まれる
各社の技術のシナジー効果

５つのソリューション提案

　今回のコンソーシアムは代表企業とな
るKJCを含む５社で構成されている。KJC
の三浦氏は国や自治体と連携して斜面
災害に取り組んでおり、確固たる技術面
のバックボーンがある。そして幅広い知識
と強力なリーダーシップで関係各社を巻き
込み、プロジェクトを推進するのは同社の
武政氏だ。同氏は普段道路の路面診断

を行っている富士通交通・道路データサービス（以下「FTRD」）の太田氏と、スマートフォ
ン技術を活用したAI内蔵360度カメラを開発している富士通コネクテッドテクノロジーズ
（以下「FCNT」）の藤塚氏をアサイン。一見法面崩壊の予測とは直結しない技術では
あったが、KJC武政氏から提案された手法にチャレンジの可能性を感じ参画を決めた。ま
た、インフラ点検の4D化を行うベンチャー企業のジャパン・インフラ・ウェイマーク（以下
「JIW」）の春田氏と大久保氏を、ソフトウェア・AIを活用し、センシングしたデータを分析し
て新しい価値を生み出す役割としてオファー。さらに、2011年からドローン事業を行う
ルーチェサーチ（以下「LS」）の福田氏にはドローンを使った詳細なデータ取得のできる
レーザー計測の協力を依頼した。このようにそれぞれは個別に通常業務を行っている５社
が共通の課題解決というゴールを共有することで、新しいアイディアが生まれ、各社の技
術力を結集させて向き合うことが可能になった。

　基礎地盤コンサルタンツ（以下「KJC」）は地盤の調査を中心に事業を展開しており、
自社の技術を活かし、法面崩壊の予測・防止という社会課題に貢献したいと考えた。そう
語るのはKJC中国支社長の野村氏。特に、航空レーザープロファイラーでの調査の結
果、危険箇所が１０倍程度になっているということが分かったという広島の実状も踏まえ、
改善の端緒を作れたらと考えたのが今回のプロジェクト始動の動機になったようだ。

自分たちの業界のあり方を
見直すきっかけにつながる取り組み

　短期間ではあるが、コンソーシアムメン
バーにこれまでの活動の感想を伺った。
「スマートフォンの技術は色々な局面に転
用することでソリューションにつながると考
えています。そんな中、全く違う分野である
土木系の方 と々協働できたことは、技術の
違う生かし方が見つかるきっかけにもつな
がり、当社にとって大変良い機会でした。

（FCNT藤塚氏）」「現在私たちが開発しようとしているものは、自分たちがいらなくなる社
会を目指しているという、ある意味逆説的なものです。今までとは違う自分たちの業種のあ
り方をしっかりと考えなければいけない状況にあると思います。（KJC武政氏）」自然現象
を相手に予測や予防を行うというチャレンジは一朝一夕には叶わないことかもしれないが、
ひろしまサンドボックスという実証実験の場を最大限活用し、多様なメンバーの力を組み
合わせることで、その実現に確実に近づいているようだ。

画像認識に「音」を組み合わせるといった新しい発想によるソリューションや、AIを搭載
したカメラ、ドローンによるレーザー計測など、画期的なセンシングや、現在活発に開発
が進められている自動運転車両によってもたらされる3次元情報を念頭においた斜面
災害予測の実験には期待が高まる。さら
に災害発生予測や災害時に使われること
を想定して、道路管理、調査、設計、施工
等の各段階で扱いやすいデータにすると
いうチャレンジも検討されており、実際の
現場まで想定した検証という意味で非常
にきめ細かい。

　広島県の課題は、短期的な路面パトロールの補強、長期的には人の目によらない
監視技術を確立したいというもの。それに対し、コンソーシアムで提案したのが次の５つ
のソリューションだ。①タイムラプスカメラによる恒常的な路面状況の記録と詳細な気
象情報などとの関連付け、②AI内蔵360°監視カメラによる画像情報を始めとした
データ収集と崩壊予測、③路面状況と地形から道路周辺斜面変状の予測をする技
術、④ドローンによる三次元観察と仮想空間内でのデータ整理・AI分析による災害の
予測、⑤樹木の傾きから地盤変状を評価する技術。取材時現在ではこれまでに練り上
げた計画を実証実験で検証していくというフェーズにあった。法面崩壊予測において

法面崩落の予測

法面崩落につながる前兆を把握する
ことなどによる法面の崩落予測技術
の構築

除雪作業の支援

オペレーターの高齢化や若手の担い
手不足に対応するため、経験の浅い
オペレーターであっても除雪作業が可
能となる支援技術の構築

路面状態の把握

道路舗装について、効率的かつ低廉
な路面性状調査手法と路面陥没（穴
ぼこ）を予測する技術の構築

代表テーマ 企業・組織

パスコ広島支店パスコ広島支店 三英技研三英技研

NTTフィールドテクノ中国支店NTTフィールドテクノ中国支店

ワイズ公共データシステム㈱ワイズ公共データシステム㈱

公立大学法人広島市立大学公立大学法人広島市立大学

加藤組加藤組 日本電気日本電気 荒谷建設コンサルタント荒谷建設コンサルタント パンプレコーダーパンプレコーダー

ニチレキ中国支店ニチレキ中国支店



広島発の新事業の創出を目指す

2019

Innoventure
チャレンジ

challenge 09

ひろしまサンドボックス推進協議会会員の新規事業アイデアをソフトバンクと共に事業化する「ソフトバンクイ

ノベンチャー」への応募を目指すプログラムです。

Interview

チャレンジの源はインフラを担う企業としての使命感

IoT技術を活用し、
広島ならではの課題解決を実現したい
　島の多い広島県では水道管が区切られた場所が数多く存在します。このような場所に
は水を需要によらず送り続けなければならないというある種の無駄が生じます。電気のよ
うに、必要な量を必要なだけ送る仕組みをつくることができると私たちの活動は広がりを
持つのですが、そのために必要
なのが整備された水道管なの
です。（村上氏）
　現在、水道管の老朽化は進
行する一方で、更新が追いつ
いていません。交換時期に該
当する水道管は２０年後には現
在の約2.8倍（水みらい広島調
べ）になると予測されます。しか
し、少子高齢化の影響により水

失敗したからこそ、
それ以上の気づきと経験が得られた
　わたしたちの提案は、最終審査で惜しく
も採択されませんでした。しかし、経営トップ
の判断により、自社の力で実現にむけてプ
ロジェクトを進行していくことになりました。
IoTという先進技術を利用した事業を推進
するためには、若い世代の力は必須である
と思います。そういう意味で、このようなチャ
レンジを検討することは、社内のリソースや
アイディアが

かくはん

撹拌され、いわゆる組織の“洗濯”ができたのではないかと思います。例え落
選したとしても、当社のように実業が抱える課題の解決策を提案することで、提案までに
割いた時間や工数は全て実になっています。このように、ひろしまサンドボックスにチャレ
ンジすることは、内部の活性化と事業の未来へ踏み出す一歩を一度に進められたという
メリットの大きな取り組みになったと実感しています。（村上氏）
　組織は元より、私個人にとっても大きな学びのある機会になりました。このような機会
があることで、若い社員とのコミュニケーションが充実しましたし、この経験から他のプロ
ジェクトに発展させられる視点や気づきを得ることができました。何よりも、IoTという言葉
や概念はニュースや新聞で触れていましたが、“実際に自分でやってみる”という経験によ
り深い理解を得ることができました。プロジェクトが採択されなかったということはある意味
では失敗なのかもしれませんが、まさにサンドボックスという場で実験ができたことで、それ
以上に得られるものがあったと思います。（妹尾氏）

最大2件

WeWork利用開始

最大10件

マイルストーン

提案のブラッシュアップ
ソフトバンク社員マッチング

公的補助事業公募 アカデミア受験

7/5 企画案応募

7/19 第一次選考

8/中旬 最終審査

支援決定

支援開始

11月 ソフトバンクイノベンチャー一次応募

12月 ソフトバンクイノベンチャー最終審査

事業化へ

イノベンチャーラボプログラム（事業共創プログラム）にて支援

ITツール・Iotツール（無償提供）を使用して
企画具現化

WeWork各種イベント参加

ソフトバンクイノベンチャーによる
事業化提案作成支援

「水みらい広島」は、広島県が35%、呉市が3%、水・環境の総合事業会社「水ing」が62%出資した、日本初の民間主体による水

道事業運営会社。公民の強みを融合させることで、国全体が抱える「収益の減少」、「設備の老朽化」「技術者の減少と技術力の

低下」といった課題を解決し、水事業を持続可能な形で次世代へ引き継いでいくために貢献することを目指している企業であ

る。その目的実現の一つの方法として、同社がひろしまサンドボックスに挑戦した背景と現在について話を伺った。

水みらいチャレンジャー

希望者
ソフトバンク社員マッチング

取材協力

水みらい 村上氏、妹尾氏

（写真は、同社代表取締役社長三島氏、村上氏）

道事業に関わる人員も減少傾向にあり、更新はますます追い付きにくくなることが想定さ
れます。老朽化による漏水は多額の損失となりますし、水が届けられないとなると、人々の
生活に直接的な悪影響を及ぼします。特に広島では、島しょ部や山間地域といった遠隔
地の管路管理がポイントになります。そこで、IoTを活用した水道スマートメーターにより、
各地の水道管の水量をリアルタイムで監視・分析することで水道管の状態を効率的に
把握し、無駄のない修繕対応をタイムリーに実現したいと考え、今回の提案を行いまし
た。（妹尾氏）

流量計流量計 漏水の発生区間

IoT-PF

貯水池
流量データ

NB-IoT

①通信 ②蓄積 ③見える化

実証実験の
検証内容

　県からの案内で本事業のことを知ることになりました。その経緯の中で、応募の決め
手となったのは、ひろしまサンドボックスという事業は、プロジェクトを支えてくださるメン
バーに恵まれており、採択後のプロジェクトに広がりが期待できるというメリットを感じた
ためです。水道の事業においては、他の生活インフラ事業と比較すると、IoTといった最
新技術の導入が少し遅い傾向にありました。一方で「水」は生活に欠かせない非常に
重要な要素であるということを考えると、AIやIoTを活用する技術の導入は待ったなしの
状況であると言えます。そういう観点から当社では既に新しいプロジェクトを幾つかス
タートさせていました。その中でも、今回の提案したプロジェクトは「通信」技術がキーに
なるものであり、このコラボレーションに参加することが理想的であると考え、応募するこ
とにしました。
　弊社の社長は新しい技術に明るく、提案に向けての準備もスムーズに進みました。
やはりトップの理解は大変重要なポイントです。そして日進月歩の技術分野において、イ
ノベーションは若い世代が起こすものだと思いますので、縦断的なコンセンサスをとりな

がら準備は進めていきました。当社では、
業務の質自体がIoTなどの技術に頼りたく
なるような種類のものであったことはアドバ
ンテージといえますが、これからチャレンジ
を検討される企業様においては、トップマ
ネジメント層と現場の新しい挑戦に対する
共通認識の構築はとても重要だと思いま
す。（村上氏）



注1）バーチャルSNS「クラスター」（http://cluster.mu/）にアクセスし、アカウントを作成する必要があります。　注2）オンラインスタジオの利用は無料ですが、その他に係
る経費（通信料、制作費等）は利用者負担となります。　注３）ひろしまサンドボックス推進協議会の会員登録が必要です。明らかな営業行為など内容によってはお受けでき
ない場合があります。また、参加者間のトラブルなどの責任は負いかねますので、あらかじめご了承ください。

球種予測、コース予測、アイデアレポートの3つの側面からデータ分析を行
なっていただきます。
球種予測、コース予測では、プロ野球データというリアルなデータに触れるこ
とでモデリング技術向上。アイデアレポートでは、データサイエンティストとして
重要である"データをどのように解釈するのか"を相手に伝える力の向上を目
標としています。

ひろしまサンドボックス
デジタルスタジオ

ひろしまサンドボックス PITCH TRIAL ５GチャレンジはＮＴＴドコモが提供するアセッ

ト「５Ｇ」を活用し、ひろしまサンドボックス推進協議会会員のアイデア等を起点に、実

証実験を通じて、広島発の新たなソリューション・サービスの創出を目指します。

　対象とする地域課題の分野や規模は問いません。課題解決や地方創生において、

5Gアセットの特徴が十分活かされ、プロジェクト実施後のビジネス性及び導入・社会

実装確度が高い提案を評価します。

5Gを活用したソリューションの
創出を目指します！

５Ｇに関するネットワーク・端末・ソリューション

パッケージ（例：４Ｋ360度映像視聴ソリューショ

ン、４Ｋ映像中継システム、超高精細５Ｇ放送オ

ンエアソリューション等）の利用

「パートナーを探している」「イベントの参加者を募集した
い」「知見や技術を共有したい」等、共創でチャレンジする
ひろしまサンドボックスのコンセプトに沿った企画を主催で
きます。　

イベント毎にご案内する事前申込により、参加できます。
なお、単にオーディエンスとして、覗き見（申込不要）するこ
とも可能です。

サポート概要

実証実験経費の一部支援（上限500万円程度） 等

ひろしまＱuest キックオフ！2020 4/17

イベント開催日程ご利用案内

PITCH TRIAL キックオフ！2020 5/11

行政提案型サンドボックス 令和２年度事業発表！2020 6/5

KDDI DIGITALGATEチャレンジ 令和２年度キックオフ！2020 6/5

フィールドチャレンジ 令和２年度キックオフ！2020 6/23

スタートアップ・チャレンジ 令和２年度キックオフ！2020 7/1

Innoventureチャレンジ 令和２年度キックオフ！2020 7月中旬

バーチャルイベントで
いつでも、どこからでも、全員集合！
パソコンやスマートフォンから集合できる、

バーチャル空間上のイベントスペースがオープンしました。

会員が主催するイベントに無料でご利用いただけます。

（注1）

（注2）

ひろしまQuestは、広島県のAI人材開発プラットフォームです。

今後、市場拡大する先端IT（ビッグデータ、AI/IoT等）に必要な人材は、国の調査によると

2020年に4.8万人が不足。また、超高齢化社会の到来が必至の中、データドリブン経営によ

る省エネ経済を目指す必要があります。このため、これからのデジタル・トランスフォー

メーション（DX）を担うデジタルネイティブ層をターゲットとした人材の活躍の場を構築。

ひろしまサンドボックスのコンセプト”オープンな場で試行錯誤”というコンセプトのもと、

場所や時間にとらわれないオンラインとオフラインを組み合わせ、ナレッジを共有して、み

んなで一緒に解を探求（Quest）するAI人材開発プラットフォーム「ひろしまQuest」がス

タートします。

AI開発コンペティション
チャレンジャー募集！

チャレンジャー募集

開催イベント募集！
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チャレンジャー募集 2

（注３）
ホスト（主催）

ゲスト（参加）

ひろしまQuest PITCH TRIAL 5Gチャレンジ

HIROSHIMA SANDBOX ONLINE STUDIO 

2020 年度上期

2020 年度下期

2021 年度

公募 Preparation

Ideation/Planning

Prototyping

Implementation
ビジネス化

実証実験

ワークショップ

書類審査
プロ野球のリアルなデータ

球種予測 アイデアレポート

コース予測

20202020、さらなるデジタル変革をめざします。

ひろしまサンドボックス
チャレンジャー募集!

広島県では、地域のイノベーション力の徹底強 化、広島県の「強み」や「強みの芽」の最大限の

活用、グローバル化の視点を持ったアジアの 活力の取り組みを基本方針として、新たな産業・

基幹産業の育成・発展に積極的に取り組みます。

広島県
ニーズ・データ

企業・研究機関・公共インフラ・学術機関
参加団体様アセット

ドコモ
5Gアセット

オープン
データ 社会課題

ひろしま
サンドボックス

2221
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